
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和元年度 滋賀県がん診療連携協議会 第１回企画運営委員会 

開 催 日 時 令和元年７月24日（水） 17：00～18：15 

開 催 場 所 滋賀県立総合病院 新館４階講堂 

出 席 者 【委員】 

滋賀県立総合病院      一山 智  （委員長） 

滋賀県立総合病院      村田 昌史 

滋賀医科大学医学部附属病院 醍醐 弥太郎 

滋賀医科大学医学部附属病院 黒瀬 和美 

大津赤十字病院       芥田 敬三 

大津赤十字病院       飛田 美乃 

公立甲賀病院        池田 房夫 

公立甲賀病院        中島 永 

彦根市立病院        林  栄一 

彦根市立病院        桂田 厚子 

市立長浜病院        伏木 雅人 

市立長浜病院        藤本 永照 

高島市民病院        渡邊 温士 

【部会長】 

滋賀県立総合病院      山内 智香子（相談支援部会） 

大津赤十字病院       芥田 敬三 （地域連携部会） 

滋賀県立総合病院      財間 正純 （がん登録推進部会） 

滋賀医科大学医学部附属病院 谷  眞至 （診療支援部会） 

滋賀医科大学医学部附属病院 村上 節  （研修推進部会） 

滋賀県立総合病院      花木 宏治 （緩和ケア推進部会） 

【随行者】 

滋賀県立総合病院      湊山 祐一 （相談支援部会事務局） 

大津赤十字病院       加藤 理史 （地域連携部会事務局） 

滋賀県立総合病院      柳  香里 （がん登録推進部会事務局） 

滋賀医科大学医学部附属病院 野原 悦子 （診療支援部会・研修推進部会事務局） 

滋賀県立総合病院      田中 幹也 （緩和ケア推進部会事務局） 

滋賀県健康医療福祉部    野坂 明子 

【事務局】 

滋賀県立総合病院      川邊 義巳 

滋賀県立総合病院      松永 麻友子 

（敬称略） 

欠 席 者 【委員】 

高島市民病院        武田 佳久 

滋賀県健康医療福祉部    冨田 芳男 

（敬称略） 

議 事 概 要 【審議事項】 

1. 令和元年度の取組について 

 協議会・企画運営委員会および各部会より今年度の取り組みについて、下記のとおり

報告があった。 

（協議会・企画運営委員会） 

   アクションプランは前年度の取り組みを継続。具体的な実施計画としては協議会・企画



 

運営委員会を２回ずつ開催、ＲＦＬＪブース出展、がん医療フォーラム開催、ＰＤＣＡ

サイクルの確保を行う。数字として評価できる指標は「がん診療で生じた医療安全に係

る事例を医療安全委員会等で検討した回数」。 

 （相談支援部会） 

   部会３回、ＷＧ２回、相談員研修会２回を開催予定。アクションプランは前年度の取り

組みを継続。滋賀の療養情報はＷＧにて情報を更新し、できるだけ多くの部数を確保で

きるよう努める。数字として評価できる指標は「がん相談窓口取り組み実施状況の充実」。 

 （地域連携部会） 

   アクションプランは前年度の取り組みとほぼ同様だが、前立腺がんパスの見直しにも着

手予定。今年度は実務担当者会議をすでに実施しており、その他部会２回、ＷＧ４回開

催予定。数字として評価できる指標は「滋賀県がん地域連携クリティカルパスの適用率」。 

   →（県立総合病院） 

     前回の企画運営委員会で、地域によってはパスが馴染まないという意見もあったと

思う。パスのあり方について、その辺りも部会で検討してほしい。 

 （がん登録推進部会） 

   アクションプランは前年度の取り組みを継続。部会２回、実務研修会４回を実施予定。

数字として評価できる指標は「がん登録情報の活用事例数」とし、情報活用のための統

計研修会開催と各病院の統計結果の発表を行う。 

 （診療支援部会） 

   アクションプランは前年度の取り組みを概ね継続。部会を３回開催予定。その他、がん

情報しがに治療法一覧やがん診療に関するトピックスを掲載、がんゲノム医療や妊孕性

温存の情報共有を行う。数字として評価できる指標は「がん情報サイトの閲覧回数」。 

 （研修推進部会） 

   アクションプランは前年度の取り組みを継続。部会を３回開催予定。その他、がん看護

研修の実施、がんに関わる医療人の育成に係る研修の検討、がん情報しがへの講演会等

の情報の掲載と結果の集計を行う。数字として評価できる指標は「各医療機関、団体が

主催する講演会、研修会等の参加人数ならびに満足度」。 

 （緩和ケア推進部会） 

   アクションプランは前年度の取り組みを継続。部会３回、緩和ケア研修会８回、ＥＬＮ

ＥＣ－Ｊ研修２回、緩和ケアチーム研修会、世界ホスピスデー記念県民公開講座を開催

予定。ＥＬＮＥＣ－Ｊ研修は土曜日に参加しづらいという意見があり、２週連続日曜日

に開催とする。数字として評価できる指標は「緩和ケア研修会の受講率」。 

→（市立長浜病院） 

     緩和ケア研修の受講対象は拡がったと思うが、それに伴って緩和ケア研修会の受講

率の目標なども変えていくのか。 

    （緩和ケア推進部会長） 

     新指針となりがん診療科に限らず全医師の受講を推奨されるようになったが、今の

ところ緩和ケア研修会の受講率はがん診療科の医師を分母として出している。 

 

2. 第11回滋賀県がん医療フォーラムについて 

  第10回滋賀県がん医療フォーラムのアンケート結果などを基に作成した、第11回の企

画を提案。メインテーマは「がんと診断されてからの暮らし」とし、下記２点につい

て情報発信をする。 

・がんと診断されてからの暮らしについて知っておいて欲しいことを、食事や運動、

就労、代替医療、再発など様々な面で情報発信する。 

・「アドバンス・ケア・プランニング－これからの治療やケアに関する話し合い」の

重要性について情報発信する。 

   日時は令和２年２月８日（土）午後２時から。場所は近江八幡市の男女共同参画センタ

ー（Ｇ－ｎｅｔしが）。特に意見はなく、来月の協議会にかけることとなった。 

 



 

【報告事項】 

3. 部会運営要領の一部変更について 

 緩和ケア推進部会の花木部会長より、公立甲賀病院ががん診療連携拠点病院から外れ

た経緯などもあり、今年度から副部会長は滋賀医科大学医学部附属病院の遠藤先生にお

願いすることになった旨を報告。それに伴い運営要領が変更になる旨を報告した。 

 

4. 国や都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会の動きについて 

 7月10日（水）に国立がん研究センターで開催された都道府県がん診療連携拠点病院連

 絡協議会の内容について一部紹介した。 

  ・臨床研究部会の廃止が提案され可決された。 

  ・がん薬物療法部会の新設が提案されたが、目標などを具体的にするためにまずは

    部会設置のための準備委員会を立ち上げることになった。 

 その他の議事内容については国立がん研究センターのＨＰに当日の資料がアップされ

ている旨を連絡した。 

 

5. リレー・フォー・ライフ・ジャパン2019 滋賀医科大学について 

 協議会として毎年相談支援のブースを出展しているイベント。今年度は10月12日（土）

 13日（日）に開催されるので、協議会で承認されればブースを出展したい旨を報告し

 た。 

 

6. 令和元年度滋賀県がん診療連携協議会の体制について 

 協議会の体制は今年度もこれまでと同様の体制で運営することを報告した（昨年度の

 第２回協議会で可決済）。 

 

7. 県からの報告事項等 

 ・公立甲賀病院が地域がん診療病院として指定された（指定期間Ｒ1.7.1～Ｒ2.3.31） 

・がんゲノム医療について、がんゲノム医療拠点病院の新設やがんゲノム医療中核拠

点病院等の整備指針の一部改正について報告があった。 

 ・今年度の新事業である滋賀県がん患者調査事業の概要説明と協力依頼があった。 

  →（相談支援部会長） 

      実施主体が患者団体と県となっているが、実際に患者さんにアンケート用紙等を

渡すのは拠点病院等なので、このがん診療連携協議会の名前も協力機関などに入

れるべきかと思う。また、アンケート回収率の目標を掲げるなど、計画をもう少

し綿密にすべき。アンケートの内容についても侵襲的内容が入っていないかなど

をがん診療連携協議会の医療者にも確認してもらって完成させるべきかと思う。 

     （診療支援部会長） 

      行政調査なのか研究なのかをはっきりとした方が良い。 

     （滋賀医科大学医学部附属病院） 

      行政調査であれば、県の責任で調査を進めることとして、その中でそれぞれの団

体の立ち位置を明確にしていくのは一法。実施主体と責任の所在が明確になれば

スムーズに進む。 

     （県立総合病院） 

      スケジュール的にタイトなので、メールでの審議になるかもしれないが、計画な

どをもう少し練って案を示してほしい。 

 

【その他】 

8. 企画運営委員会の開催回数について 

 企画運営委員会は「協議会全体の方向性などについて検討する場」であるはずだが、

 報告が主体の会議となっていることもある。今後は第１回をこの時期に開催し、２回

 目以降は議論すべき事案があった時のみ開催することを提案した。 



 

→（滋賀医科大学医学部附属病院） 

    ２回目の企画運営委員会はＰＤＣＡサイクルの中で検証と改善のステップにあたる

と思う。企画運営委員会は協議会直下の組織であるが、その組織が検証のステップを

踏まずに年１回の会議で全て済ますのは委員会の質の担保の面で懸念する。 

  他に特に意見はなく、また、事務局の負担の面も問題ないため、これまでとおり年２回開

催することとなった。 

 

そ の 他 【次回開催予定】 

  日時 令和２年３月４日（水） 午後５時～ 

  場所 滋賀県立総合病院 新館４階講堂 

  

以上のとおり報告します。                          令和元年８月７日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 様 

 

企画運営委員会 委員長 一山 智 


